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研究成果の概要（和文）：北海道内の低地湿原の21湿原を構成する自然草原群落について類型化を行った。11群落タイ
プが抽出され、ボッグ、両者の中間タイプ、フェンに分けられ、フェンーボッグ傾度が示された。ボッグは日本海側の
サロベツで高く（14.1%）、標津（10.6%）、釧路（2.2%）、霧多布（1.3%）、および勇払（0.1%）の順に低下していた
。ボッグは太平洋岸では東部に向かって発達しており、サロベツではもっとも発達していた。
道東に特異的なボッグや中間タイプの群落が抽出され、太平洋側中部や西部ではボッグがほぼみられなかった。フェン
はイワノガリヤスなどの優占群落だけであり、ムジナスゲーヤチスゲ群落は中間タイプに所属した。

研究成果の概要（英文）：We classified the fen and bog communities distributed in 21 mires throughout 
Hokkaido.The 11 communities were extracted, and grouped into three, bog type, transition type and fen 
type, which indicate that the fen-bog gradient is the major community gradient among the variations in 
mire communities of lowland Hokkaido. The ratio of area occupied by bog was highest at Sarobetu 
(14.1%)located in Japan sea side, and decreasing to the following order; shibetsu(10.6%), Kushiro(2.2%), 
Kiritap(1.3%), Yufutsu(0.1%). Accordingly, bogs became larger from west to east along the Pacific Ocean 
side.We could find that some bog and trasision types were restricted in eastern Hokkaido only, and bogs 
were almost absent in middle and east parts of Pacific Ocean side. Calamagristis langsforffii-Carex 
lyngbyei communities belonged to fen type, but Carex lasiocarpa var. occultans -Carex limosa community 
belonged to transisional type.

研究分野：環境学

キーワード： 低地泥炭湿原　フェンーボッグ傾度　群落の地理的変異　湿原景観　気象要素　水文化学環境　TWINSPA
N

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
日本の低地泥炭湿原では、全域が海洋性気
候でありながら、顕著な群落景観の地理的
な違いが太平洋側と日本海側の狭い距離の
間でみられる。日本海側の湿原は中央部に
ボッグ（ミズゴケ属が優占）が発達するが、
太平洋側ではボッグが未発達のために、フ
ェン（スゲ属やヨシが優占）の占有率が高
い。しかしながら、これまでに泥炭湿原群
落の地理的変異について、景観レベルの解
析は乏しく、群落種組成の詳細な解析は行
なわれていない。 
 
２．研究の目的 
北海道を中心とした沖積平野に分布する低
地泥炭湿原は、特に日本海側と太平洋側で
顕著に異なる群落景観が形成されている。
本研究では低地泥炭湿原全域を対象にして、
湿原生態系の地理的変異性を、群落景観と
これまでほとんど検証されてこなかった群
落種組成のふたつのレベルから明らかにし
て、地理的変異の生成機構を気候要素や水
文化学環境の両面から解明することを目的
としている。 
 
３．研究の方法 
低地泥炭湿原群落の地理的変異を群落種組
成と群落景観の二つのレベルから把握する
ために、以下の２つの研究を行う。 
 
(1)既存の群落種組成資料から群落を階層
的に類型化し、それらの地理的な分布から
群落種組成の地理的変異を解析する。ミズ
ゴケ属の種消長はフェンとボッグ、および
ボッグ内のハンモック（ミズゴケ属がつく
る直径 1 m程度の小丘）とホロウ（ハン
モック間の窪地）など、湿原内の微細な環
境の違いに明瞭に反応しているため、環境
指標性が大変高い。このため解析に使用し
た群落種組成資料は、ミズゴケ属の種名ま
で同定されているものだけを求めた。群落
種組成を採用した湿原は、日本海側と道北
から４湿原、太平洋側東部(道東)から４湿
原、太平洋側中部(十勝)から５湿原および
太平洋側西部(胆振)から８湿原である。得
られら 821 地点＊161 種(4 回以上出現し
た種のみ)のデータを TWINSPANにより
分類した。 

 
(2)群落景観の地理的変異を把握するため
に、群落分類の階層関係を考慮しながら各
湿原の群落類型の分布面積を GIS 解析
（ArcGIS10）によって求める。次に、群
落類型の面積と水文化学環境要素と気象要
素の関係から、各類型の面積に地理的変異

が生じる原因を推定する。北海道内各地の
低地に分布する代表的な湿原から、環境省
1/25000植生図（J-IBIS（環境省）の植生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査情報）が整備されている安平、釧路、
霧多布、標津、サロベツの 5湿原について、
流域メッシュデータ（国土数値情報（国土
交通省）および CGISJapan 配布の河川・
湖沼・流域界データを各湿原の分布する流
域をでくくり、その中の湿原群落を抽出し
た。抽出した凡例は、H25植生図全国凡例
(環境省)のうちハンノキ群落(2凡例)、ツル
コケモモ-ミズゴケクラス（10）、ヌマガヤ
オーダー（4）およびヨシクラス（20）で
あった。解析は ArcView 9で行った。 
(3)以上の結果に基づき、地理的変異を考慮
した湿原保全戦略の必要性を提言する。 
 
４．研究成果 
（1）湿生自然草原性の群落種組成データ
を再整理し、全体をひとまとめに解析する
ことにより、道内の主要な低地湿原の群落
が比較可能な形で類型化され、低地湿原の
群落傾度（フェンーボッグ傾度）や群落パ
ターン（群落の出現の有無や割合、組み合
わせ）の地域的な特徴が明らかとなった。 
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図 1．道内低地湿原の TWINSPANによ

る群落分類 

表 1．道内の地域別群落比率 
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21湿原を構成する自然草原群落につい
てTWINSPANにより類型化を行った結果、
11群落が抽出された。これらは、２群のボ
ッグタイプ＋ボッグとフェンの中間タイプ
（図 1の左群 1～4と中群 5～8）と、１群
のフェンタイプ（図 1の右群 9～11）にグ
ルーピングされた。 
①フェンからボッグにかけての群落傾度
（群落変化）に沿った群落型が分類され、
道内の低地湿原群落の主要な群落傾度がフ
ェン‐ボッグ傾度でありことが確認された。 
②ボッグ‐フェン傾度の中で、ミズゴケ属
は優占しないがボッグ種とフェン種が混生
するプアフェンという中間群落がヨーロッ
パの湿原分類体系の中で区分されている。
日本の湿原をこの分類体系に当てはめると、
ボッグは左群のミカヅキグサ‐ホロムイソ
ウ群落、ガンコウラン‐チャミズゴケ群落
とイボミズゴケ‐ヌマガヤ群落、および中
群のイソツツジ‐チャミズゴケ群落であっ
た。プアフェンは左群のヌマガヤ‐トマリ
スゲ群落、および中群のムジナスゲ‐ヤチ
ヤナギ群落、ヌマガヤ‐ヤチヤナギ群落と
ヤチスゲ‐ムジナスゲ群落であった。フェ
ン（ここではヨーロッパの分類体系の中の
リッチフェンというニュアンス）は、右群
のイワノガリヤス‐ヨシ群落、イワノガリ
ヤス‐ツルスゲ群落とヤラメスゲ群落であ
った。 
③ボッグは日本海側・道北と道東にほぼ限
定されており、一部、十勝にもイボミズゴ
ケ‐ヌマガヤ群落がみられた。これに対し
て胆振と十勝ではフェンが主体であった。 
④ボッグの種組成はハンモックとホロウで
大きく異なるが、ボッグの各群落の出現パ
ターンにも地域性が確認された。ハンモッ
ク群落のうちガンコウラン‐チャミズゴケ
群落（左群）は全域にみられたが、イソツ
ツジ‐チャミズゴケ群落（中群）は道東に
特有の群落であった。ハンモックは北部・
日本海側では高さ 10 cmほどで低平だが、
東部では高さ 40－60 cmに隆起する。今回
の研究によって、このような隆起ハンモッ
ク上に特有の群落が成立していることが判
明した。ホローの群落は全域でイボミズゴ
ケ‐ヌマガヤ群落であり、道北のサロベツ
にはミカヅキグサ‐ホロムイソウ群落が特
異的にみられた。 
⑤プアフェンはヌマガヤ‐ヤチヤナギ群落
とヤチスゲ‐ムジナスゲ群落（中群）が全
域に分布していた。ヌマガヤーヤチヤナギ
群落には高さ 20－30 cm程度のワラミズ
ゴケハンモックの群落が含まれている。こ
れらに対してヌマガヤ‐トマリスゲ群落
（左群）は道北にほぼ限定されていた。 
中群のムジナスゲ‐ヤチヤナギ群落は、
高濃度の養分条件で成長が早いヨシが、左
群と中群の中で最も優占する群落であった。
風連(川湿原)で優勢の群落であり、ほかに
北海道全域に低頻度で分布していた。風蓮
は窒素負荷の高い酪農排水が流入する湿原
であり、この群落は窒素負荷の影響を受け
た群落である可能性が考えられる。 

 
⑥フェンの群落は全域にイワノガリヤス‐
ヨシ群落とヤラメスゲ群落が分布し、イワ
ノガリヤス‐ツルスゲ群落は胆振と十勝に
多い群落であった。前述のヤチスゲ‐ムジ
ナスゲ群落は、これまでフェンの群落とし
て取り扱われていたが、今回の解析でプア
フェンに所属する群落であることが示唆さ
れた。 
 
(2)群落景観の地理的変異 
空中写真により群落を、ボッグ、フェン、
プアフェンと湿地林に大別して、流域ごと
に面積を算出した（例として図２）。植生
図凡例のうちツルコケモモ‐ミズゴケク
ラスをボッグ、ヌマガヤオーダーをプアフ
ェン、ヨシクラスをフェンとしてそれぞれ
取り扱った。また、湿地林の面積としてハ
ンノキ群落の面積を求めた。 
ボッグの割合は日本海側のサロベツで
高く（14.1％）、標津(10.6％)、釧路(2.2％)、
霧多布（1.3％）および勇払（0.1％）の順
に低下していた。一方、フェンの割合は標
津(55.8％)と釧路(52.6％)で高く、安平
(43.0％)とサロベツ(44.1％)で中間であり、
霧多布(22.7％)で低かった。プアフェンの
割合は霧多布で際立って高く（60.5％）、
サロベツ(15.1％)と標津(7.2％)で低く、安
平（0.1％）と釧路(0.0％)にはほとんど見
られなかった。ハンノキ群落は安平
(56.8％)と釧路(45.2％)では湿地面積のお
よそ半分を占め、標津(26.5％)とサロベツ
(26.0％)で 1/4程度を占め、霧多布(15.5％)
では 15.5％であった。 
このように群落景観の分析からもボッ
グが日本海側でもっとも発達し、次に道東
から十勝、胆振に向かって減少していくこ
とが分かった。 

 
(3)成果の活用策 
①成果の活用面と留意点として、次のよ
うに活用されることが期待される。 
道内の低地泥炭湿原の地理的な変異が
把握されたことにより、北海道生物多様性
保全計画（2010）において積極的に保全 

図 2. 水系単位で抽出した釧路湿原の

湿原エリア 



 
するとされる断片化・孤立化した中小の湿
原をはじめ、道内の低地湿原について地域
固有性に配慮した保全戦略が提案できる。 
代表的な群落タイプと環境条件に関する
情報が整理されることにより、湿原再生時
の目標設定が可能となり、劣化した湿原の
モニタリング評価指標の開発につなげるこ
とができる。 
②道内各地の湿原で超高密度化状態とな
ったシカの管理方法の策定や流域開発に
より起きた水質環境変化と植生を指標と
した湖沼評価手法の検討のほか、道内の湿
原を対象とした研究の基礎資料として活
用できる。 
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6.研究組織 

表 2． 各湿原の群落別面積とその割合 
Chu_n Hanrei_n Hanrei_c
中区分 群落名 群落コード 群落数 群落面積計 割合 群落数 群落面積計 割合 群落数 群落面積計 割合 群落数 群落面積計 割合 群落数 群落面積計 割合

02ハンノキ群落 ハンノキ群落（IV） 170200 493 27,883,342.80 55.66% 2071 93,719,014.50 45.10% 51 4,325,408.20 15.51% 29 1,566,001.70 26.46% 257 15,795,473.90 26.02%
ヤマハンノキ群落 180400 19 576,023.00 1.15% 8 101,507.90 0.05% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%

56.81% 45.15% 15.51% 26.46% 26.02%
湿原・河川・池沼植生 470000 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%

ツルコケモモ- ツルコケモモ－ミズゴケクラス 470100 9 27,862.80 0.06% 0 0 0.00% 4 370,488.00 1.33% 8 627,784.80 10.61% 23 6,038,642.30 9.95%
ミズゴケクラス ツルコケモモ－ミズゴケクラス（代償植生） 470101 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 73 966,952.70 1.59%

カラフトイソツツジ－ヤチツツジ群落 470103 0 0 0.00% 18 2,397,065.10 1.15% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
カラフトイソツツジ－チャミズゴケ群落 470104 0 0 0.00% 3 648,386.60 0.31% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ニッコウシダ－クシノハミズゴケ群落 470105 0 0 0.00% 12 418,946.60 0.20% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ヒメワタスゲ－ワラミズゴケ群落 470106 0 0 0.00% 5 478,096.70 0.23% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ブルテ－シュレンケ複合体群落 470107 0 0 0.00% 11 669,438.50 0.32% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ムジナスゲ－チャミズゴケ群落 470108 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ヤチカンバ群落 470109 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ヤマドリゼンマイ－トマリスゲ群落 470110 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 2 1,576,595.00 2.60%

0.06% 2.21% 1.33% 10.61% 14.14%
02ヌマガヤオーダー ヌマガヤオーダー 470200 4 11,732.60 0.02% 0 0 0.00% 20 16,868,167.60 60.50% 12 424,906.00 7.18% 30 1,839,453.50 3.03%

オオミズゴケ群落 470201 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
チマキザサ-ヌマガヤ群落 470202 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 148 7,300,181.20 12.03%
貧養地小型植物群落 470300 6 60,721.60 0.12% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%

0.14% 0.00% 60.50% 7.18% 15.06%
04ヨシクラス ヨシクラス 470400 261 7,210,957.70 14.40% 275 28,579,360.80 13.75% 32 3,162,439.40 11.34% 19 3,229,490.20 54.56% 343 15,928,569.40 26.24%

ミゾソバ－ヨシ群落 470401 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ヨシ群落（二次） 470404 0 0 0.00% 38 1,432,434.10 0.69% 25 3,154,779.90 11.32% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
チマキザサ－ヨシ群落 470405 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 236 10,814,427.10 17.82%

04ヨシクラス ヨシ－ヤラメスゲ群落 470406 92 3,100,708.00 6.19% 453 7,652,267.80 3.68% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ツルスゲ－ヌマドジョウツナギ群落 470407 0 0 0.00% 11 150,671.40 0.07% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ヨシ－イワノガリヤス群落 470408 0 0 0.00% 1811 55,500,158.70 26.71% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
イワノガリヤス－カブスゲ群落 470409 0 0 0.00% 20 3,882,503.00 1.87% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ツルスゲ－ムジナスゲ群落 470410 0 0 0.00% 246 4,076,900.70 1.96% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ツルスゲ－ミツガシワ群落 470411 0 0 0.00% 17 611,094.70 0.29% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ヤチヤナギ－ムジナスゲ群落 470412 0 0 0.00% 177 4,537,580.40 2.18% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%

04ヨシクラス ホザキシモツケ群落 470413 160 2,716,273.70 5.42% 217 2,966,676.40 1.43% 0 0 0.00% 4 70,497.80 1.19% 0 0 0.00%
ナガボノシロワレモコウ－ヒメシダ群落 470414 139 2,061,134.70 4.11% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
イワノガリヤス－ツルスゲ群落 470415 35 4,458,388.60 8.90% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%

04ヨシクラス ムジナスゲ－ヤチスゲ群落 470416 32 1,985,407.90 3.96% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
42.98% 52.63% 22.66% 55.75% 44.06%

河辺一年生草本群落（タウコギクラス） 470900 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ヤナギタデ群落 470901 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%
ドロイ群落 480501 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00% 0 0 0.00%

湿原群落面積 1,250 50,092,553.40 100% 5,393 207,822,103.90 100% 132 27,881,283.10 100% 72 5,918,680.50 100% 1,141 60,260,295.10 100%
集計範囲総面積 552,484,565.10 - 858,176,949.70 - 56,445,371.20 - 30,106,442.30 - 285,373,103.00 -

サロベツ安平 釧路 霧多布 標津
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